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　本論文では、帰納論理プログラミング（Inductive

Logic Programming, 以下、ILP）を用いて、居住空間

構成法による空間構成過程の規則を客観的に捉え、そこ

から作品の制作過程における作者の内面を類推する事を

目的とする。筆者らは、先行論文において居住空間構成

法による分裂病者の空間構成過程における配置行為の規

則の抽出を試みた文献１文献２。そこでは、一人の被験者特有

の規則を抽出し、解釈するにとどまり、分裂病者の空間

構成過程に関する一般性を持った結論を得るまでには至

らなかった。このような問題を踏まえ、本稿では、前稿

（その１）に引き続き、規則の類似度に基づく作品のクラ

スタリングの方法を説明し、その結果から個人の特性を

越えた空間構成過程の特徴の類型化を行う。

１．規則の類似度に基づくクラスタリング

1.1　規則の発見による情報量の圧縮および圧縮率の定義

　前稿(その１)で述べた問題設定に則り、居住空間構成

法の作品群の中から２つの作品を選択し、選んだ両方の

作品の配置構成過程を正事例、残りの作品の配置構成過

程を負事例に設定して、空間構成過程の規則を抽出す

る。

　正事例の一般化により得られた規則を用いて、正事例

の節数よりも少ない節数で２つの作品の空間構成過程を

記述できる。空間構成過程の一階述語論理による記述の

節数を情報量とみなし、「規則の発見により、情報量が圧

縮された」と考える。このとき、規則は、その配置構成

過程を正事例に設定した２つの作品（以下、正事例に設

定した作品）に共通のものと、どちらかの作品に固有の

ものが混在している。ここで、共通の規則（1.2にて詳

述）により圧縮される情報量に着目する。正事例に設定

した作品 iの配置構成過程の総数をEi、正事例に設定し

た両方の作品に共通の規則の総数を R、共通の規則に

よって被覆される作品 iの配置構成過程の総数をPiとす

るとき、Eiに対するPiとRの差の割合を「作品 iの圧縮

率Ci」とする。

Ci = ( Pi - R ) / Ei

　正事例に設定した作品 iと作品 jの圧縮率の平均値を

「作品群の圧縮率Gij」とする。
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Gij = ( Ci + Cj ) / 2

1.2　２つの作品に共通な規則の定義

　得られた任意の規則 rにより被覆される、正事例に設

定した作品 iの配置構成過程の数をP'i、作品 iの配置構

成過程の総数をE'iとする。E'iに対するP'iの割合を「規

則 rの作品 iにおける被覆率Hri」とする。

Hri = P'i / E'i

　作品 iと作品 jの配置構成過程を正事例に設定した場

合、HriとHrjの値が大きい方をHl、小さい方をHsと

する。Hlに対するHsの割合がある閾値より小さい場合、

規則 rは作品 iと作品 jに共通の規則であるとみなす。本

稿では、閾値を５に設定した。

Hs / Hl < 5ならば規則 rは作品 iと作品 jに共通の規則

1.3　圧縮率と類似度

　正事例に設定した２つの作品の空間構成過程に共通点

が多いほど、 Pi - Rの値は大きくなり、作品 iの圧縮率

Ciの値も大きくなる。従って、作品群の圧縮率Gijの値

も大きくなる。このことから、圧縮率Gijを「空間構成

過程の類似度Sij」とみなす。つまり、圧縮率の値が大き

い作品群の空間構成過程は類似度も高いとみなす。

Gij≒ Sij

1.4　クラスタリングの手順

　作品群の中から２つを選ぶ全ての組み合わせについて

空間構成過程の類似度Sijを求め、類似度Sijの値が最大

である作品の組み合わせをグルーピングする。このとき

共通な規則を、そのグループに属する作品の空間構成過

程に共通の特徴とみなす。

　さらに、グルーピングされた２つの作品を併せて１つ

の作品とみなし、同様の操作を繰り返し、類似度に基づ

くクラスタリングを行う。

２．クラスタリングの実行例

2.1　居住空間構成法による幼稚園児の作品のクラスタリング

　居住空間構成法の既往研究では、幼稚園児を対象にし

て居住空間構成法の実験を行い、その作品を発達段階と

照らし合わせて、分類している文献 3。本研究では、これ

を参考にして実験事例の中から５つの作品を取り上げ、

クラスタリングを行う。各作品の完成写真と制作過程を

図 1から図５に示す。
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2.2　クラスタリングの経過

と結果

　前述の類似度の定義に従

い、図６に示すような作品の

類似度が得られた。作品25と

作品 29の間に高い類似度が

見られる（図６(a)）ため、こ

の２作品をグルーピングし、

これを作品群Ⅰと名付ける。

さらに、同様の操作を繰り返

すことにより、作品群Ⅰと作

品13がグルーピングされる（図６(b)）。これを作品群Ⅱ

とする。次に、作品群Ⅱと作品14がグルーピングされる

（図６(c)）。これを作品群Ⅲとする。この結果、図７に示

す階層構造が得られた。

2.3　作品群に共通する規則の考察

　作品群Ⅰに共通の規則の多くが道具の種類「壁」また

は「間仕切」に言及している。さらに複数（2~4個）の

道具を幾何学的に関係付けて配置することが表されてい

る。作品群Ⅱに共通の規則の多くが道具の種類「壁」ま

たは「間仕切」に言及しているが、道具を幾何学的に関

係づける道具の数は2個までである。また、ホワイトボー

ドの中央に道具を配置することが、全 21個の共通の規

則内、６個で言及されている。作品群Ⅲに共通の規則の

全てを通して言及される道具の種類は、「屋外物」「家具」

「植物」だけである。全９個の共通の規則で、道具間の幾

何学的関係に言及しているのは２つだけである。

３．まとめ

　複数の作品に共通する規則の発見に伴う情報量の圧縮

率を空間構成過程の類似度とみなすことにより、居住空

間構成法による作品をクラスタリングする手法を提案し

た。この手法を用いて幼稚園児の作品をクラスタリング

する事により、「壁や間仕切を多用し、比較的多くの道具

を規則的に関係づける（作品群Ⅰ）」「壁や間仕切を含む、

2つの道具を規則的に関係づける。ホワイトボードの中

央に規則的に道具を配置する。（作品群Ⅱ）」「家具、植物、

屋外物を幾何学的に関係付けずに互いに独立して配置す

る（作品群Ⅲ）」という空間構成過程の類型が得られた。

図 3　作品 14の完成作品と空間構成過程
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図 2　作品 13の完成作品とその空間構成過程
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図 4　作品 25の完成作品とその空間構成過程
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図 5　作品 29の完成作品とその空間構成過程
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図 6　類似度の計算結果

（丸で囲まれた類似度が最大。類似度が最も

大きくなる２作品がグルーピングされる。）

（a）１回目の計算結果 （b）２回目の計算結果

（c）３回目の計算結果
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図 7　クラスタリングの結果
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